
快適な生活環境の創造と地球環境へのやさしさを追求

　空調衛生工事業は、建築物に不可欠な、空調設備（冷暖房、換気、排煙などの設備）、衛生設備（給水、給湯、
排水などの設備）、冷凍冷蔵設備、クリーンルーム、プラント設備などの設備を提供しています。
　私たちは、これらの設備を通して、人が働き・学び・憩い・遊び・暮らす居住空間や生産施設の節度ある最適環
境を創造・保全するという重要な使命を担っています。その歴史は既に���年以上におよび、この間、私たちは空
調衛生工事会社として技術を培い、その総合力を活かしてお客さまのニーズを実現し、多くの建物に「いのち」を
吹き込んできました。
　そしていま、私たちは、歴史に培われた設備技術力・施工力・総合力を礎として、快適な生活環境の創造と地球
環境保全(環境負荷低減)を両立させる、より一層高度な総合設備技術・サービスの提供に取り組んでいます。

空調衛生工事の内容

設備の重要性

すぐれた技術で質の高い設備システムを構築し、快適で安全な環境の創造に貢献します。

設備システム
空気調和設備、給排水・衛生設備、自動制御設備、ガス設備、消火・防災設備、特殊環境設備、
冷凍冷蔵設備、地域冷暖房設備、原子力関連設備、浄化槽・排水処理設備

空調衛生設備は、快適で利便性の高い生活環境や高品
質で安全な生産環境を提供するためのものですが、それ
と共に、地球環境問題に対応した省エネ・省資源とライ
フサイクルコストへの配慮が重要です。

空調衛生設備は、いわば頭脳、神経、循環器、消化器、
血管などが一体となった生き物で、一つのシステムとして
作り上げ、運用していく必要があります。

空調衛生設備を十分に機能させるためには、適切な運転
と保全が必要です。また、そのリニューアル（改修・更新）
によって最先端の機能を身につけ、建物を生きかえらせる
ことができます。
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総会及び表彰式

　定時総会及び表彰式を毎年５月にロイヤルホールヨコハマで
開催しています。
　総会では、前年度の事業、決算報告、新年度の事業計画、予算
案及び役員の選出などを決議し、表彰式では、本会会員として
業界発展のため寄与された方々や安全スローガンの優秀賞受賞者
の功績を称えて表彰しています。

新年賀詞交換会

　新年賀詞交換会を毎年�月にホテル・ニューグランド
ペリー来航の間で開催しています。
　当日は、神奈川県知事をはじめとする来賓約��名を
含め正会員、賛助会員が約���名集い、和やかな懇談が
行われます。

研修会・講演会

　空調衛生工事業界を取り巻く環境が日々変化していることから、
その時々のホットな課題をテーマに研修会を年�回程度開催しています。

　当工業会の社会的使命の一つに、低炭素社会の実現や環境負荷の低減
への貢献があります。この使命の具体化に向けた会員意識の醸成を目的
に技術講演会を開催し、合わせて最新の省エネ技術等の紹介をしています。

　会員相互の親睦を深めるため、「ゴルフ」「ボウリング」
「釣」「麻雀」の４種目を種目毎に年�回（前期、後期）
  開催しています。

親睦会
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　令和元年度研修会を9月2日㈪午後2時からワークピア横浜において「災害に備えた会社の対応力アッ

プに向けて」をテーマに、防災システム研究所 所長で防災・危機管理アドバイザーの山村武彦氏を講

師に迎え行いました。参加者は74名でした。

　冒頭のあいさつで有井会長は、自然災害はいつ来るかわからない。いざというとき、家族や社員を

守りどう事業を継続していくか、県や横浜市との協定に基づく即時出動をどう履行するか、など具体

に備えることが大切だ、と訴えました。

　山村氏からは、これまで現地調査をした京都アニメーション放火事件、昨年の西日本豪雨、北海道

胆振東部地震、未曾有の被害をもたらした東日本大震災など、様々な事例を基に災害の現場に遭遇し

た場合の対処法や、そのための日頃の備えのポイントを解説していただきました。

　特に、印象深かったのは阪神・淡路大震災時のコンビニの防犯カメラの映像から、人が大規模災害

に遭遇した時、大半の人が「凍り付き症候群」に陥り、何もできない放心状態になるという事実。最

も大事なことは、地震の予兆を感じた段階でドアの開放など逃避行動をいち早く取れるよう常に心掛

けること、とのアドバイスがありました。

山村氏の講演の中から、特に印象深いアドバイスを紹介します。
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　家庭と職場の中に、倒壊する危険がある家

具やキャビネットから離れ、天井からの落下

物やガラス飛散などの危険が少ない「安全

ゾーン」を決めておくことが大切。トイレな

ど個室はドアが歪み閉じ込められる危険性が

高い。

　災害現場では、様々な騒音や煙で視覚・聴

覚が奪われます。

　自身の存在や、周囲に危険を知らせるのに、

ナイヤガラ瀑布でも聞こえるという大音量の

「ストームホイッスル」とも呼ばれる「命の笛」

が役立ちます。

　災害時等に火災が発生しても、燃え広がる

までには若干の猶予があります。慌てずに次

の行動をしましょう。

　① 火災を周囲に知らせる　② 消火する

　③ けが人などを救助する　④ 逃げる

　防災訓練では、主に消火や救助訓練をしま

すが、次の訓練も取り入れましょう。

　〇 地震、火事など状況別に命を守る訓練

　〇 火を出さない訓練

　〇 閉じ込められない訓練

◇「安全ゾーン」が身を守る ◇

◇「命の笛」を胸に ◇

◇ 火が出た時の優先順位 ◇

◇「閉じ込められない訓練」も大事 ◇ 講師　山村 武彦 氏
　防災システム研究所 所長
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神空衛の刊行物

会報

　工業会を構成する会員や日頃から
協力をいただく関係機関などに工業会が
開催する行事や事業、あるいは会員の
動静などをお知らせする情報誌として、
会報を年に３回（１月、�月、��月）発行
しています。

機械設備工事施工マニュアル

　機械設備の品質を確保し、工事を円滑に進めるため、横浜市、
（公財）横浜市建築保全公社と共同して、昭和��年に機械設備
工事施工マニュアルを発行し、施工現場の手引書として広く活用
されています。
　なお、その後マニュアルは６年おきに改訂し、現在平成��版を
販売しています。

安全ポスター

　工業会では、労働災害防止の共通目標と
なる安全スローガンを毎年度会員から募集し、
多数の応募作品の中から選定された最優秀賞の
スローガンを基にポスターを製作しています。
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令和2年度　安全スローガン最優秀賞
日本電技株式会社　山口　輝

公立工科高等学校現場実習生受入事業

　当工業会では産学連携による人材育成を目的に
平成８年度から工業高校の建築設備関係の生徒を
対象にインターンシップ事業を実施し、これまで
に���名の生徒を会員企業が受入れています。
　インターンシップは、将来の社会生活の一端に
触れることができ、また、受入企業では若者の
意識や行動を知る良い機会となっています。

研修見学会（会員対象）

　会員の技術向上を目的とした技術研修の一環として県内外の工場や公共施設などに直接赴く研修会を
開催しています。

施設・現場見学会（高校生・教員対象）

　空調衛生工事に関心を持つ人材の裾野を広げる事業として、
空調衛生関係施設や工事現場に県内の高校生や教員を受け入れ、
空調衛生設備を分かり易く解説したり、空調衛生工事の現場体験
を行う事業を実施しています。
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